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第 5 回グローバル教育セミナーが、2013 年
10 月 30 日、本大学の大学生会館にて「子ども
の貧困」について様々な視点から考えること
を目的として開催されました。今回のセミナー
は、学生による途上国の子どもの貧困について
の発表、子どもの権利問題の専門家の文教学院
大学の甲斐田万智子先生による講演、そして、
甲斐田先生、子どもたちを放射能から守る福島
ネットワークの吉野裕之氏、そして学生代表の
滝川由佳さんによるパネルディスカッション
の 3 部構成で行われました。
第１部の学生の発表は、カンボジアを訪れた
豊田祥子さん、フィリピンを訪れた鶴元和美
さん、バングラデシュを訪れた庄司萌さんの 3
人がそれぞれの体験を基に、学生企画として、
「アジアの貧困　輝く笑顔の光と影」というタ
イトルの下、子どもたちの笑顔の陰として子供
の貧困を問題提起しました。3 人の発表後、学
生代表の城田美好さんが、子どもたちの輝く笑
顔を守っていくために、又、そうした笑顔を増
やしていくために、何ができるかという問いか
けを、会場の参加者たちに投げかけました。
第 2 部の講演は、子どもの人権について長年
取り組んでこられた、文教学院大学の甲斐田万
智子先生に「グローバル時代における子どもの
貧困と権利」の題目でお話いただきました。「国
際子ども権利センター（C-Right）」で子ども
の権利を守る活動を長年続けてきたご自身の
活動を基に、世界の子どもの貧困を、ただ単に
経済的に貧しいということだけではなく、「豊
かな子ども時代」「子どもにやさしい社会」と
いう視点からとらえ、貧困の概念や問題を広げ
て考えることの重要性を述べられました。
第 3 部のパネルディスカッションでは、甲斐
田先生、吉野氏、そして滝川さんにより、「貧困」
そのものについて考える討論がなされました。
吉野氏は、東日本大震災の際の原発事故以降、
福島の子どもの貧困を「安心して遊べない状
況」として捉え、屋外で自由に遊べないこと
が運動量の確保が難しく運動能力を低下させ、
その結果免疫力が落ち、病気にかかりやすく
なり、精神的貧困につながるという負の連鎖を
生むこと、そして又、自然界に働きかける経験
不足により興味や好奇心を削がれるという状
況が生まれていることを大きな問題として提
示しました。甲斐田先生は、吉野氏の福島の子
どもの話を受け「子どもの人権」に関し 3 つの
重要な点を指摘しました。1 つは、途上国や世
界に出て行ってその貧困の下となっている深
層を探ること、2 つめは、原発輸出に現れてい
るような子どもにやさしくない基準を持って
いくような加害性に気付くこと、そして、3 つ
目として、コンビニで性的虐待やレイプの漫画
が堂々と売られているというような人権侵害
の状況を海外と比較するということです。又、
学生パネリストの滝川さんは、訪問したカンボ
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初めての壬生町に赴任した私に与えられた仕
事は、「日本語教室」の担当でした。「日本語教室」
の存在は知っていても、自分からは遠いことと
思っていた私にとって、全てが初めてのことで
あり、わからないことだらけでした。何をした
らいいのだろう、どんなふうに指導したらいい
のだろう、と悩みは尽きず、不安でいっぱいの
毎日でした。
でも、本当に不安だったのは子どもたちの方
だったと思います。睦小には、パキスタン人の
姉妹がいました。６年生の姉と１年生の妹です。
姉はあまりしゃべらず、日本語教室に来ても仏
頂面をしていて、心を開いてくれる感じではあ
りませんでした。今思えば、隣町に来ただけで
オロオロしているような私に、親の都合で全然
ジアのストリートチルドレンの貧困を「愛情の
貧困」と捉え、「人権が守られる・人権を守る」
ということは、人から愛されている、人に認め
られているという認識があって初めて活きて
くるのではないかとメンタルケアの重要性を
訴えました。
セミナーの最後には、子どもの街づくり活動
研究を続けている宇都宮大学教育学部の陣内
雄次教授より、子どもたちが貧困状況にない
ということは子どもが社会に参画でき、且つ、
子どもの権利を行使できることであることに
大人が気づき又それを認めていくことである
という指摘のコメントがあり、又、ケニアのキ
ベラスラムで 500 人ものストリートチルドレ
ンの支援活動を続けている早川千秋氏からは、
傷ついた子どもたちの痛みをみんなで共に分
知らない国に連れて来られた彼女が、信頼を寄
せてくれるわけもなかったのでしょう。しかし、
自分のことで精一杯だったその頃の私は、そん
なことを知るよしもなく、何度も心が折れかけ
ました。
一方、妹は天真爛漫でのびのびしていました。
ひらがなも足し算も覚えるまでちょっと大変で
したが、とてもきれいな文字を書きました。１
年生の教室にもどると、クラスメートが口々に
彼女の文字を褒めてくれ、はにかみながらも嬉
しそうにしていた姿が印象的でした。でもやっ
ぱり初めての学校生活、細かいところは姉に頼
ることもたくさんありました。毎日の宿題のこ
と、学校に持ってくる物の用意のこと、遠足の
持ち物のこと、提出する書類のこと・・・、姉
かち合うことができると未来へのステップを
踏み出していける力を共に生み出していける
という未来への希望を見ることができるとい
うコメントが寄せられました。
今回のセミナーにおいて、甲斐田先生より、
先進国であるはずの日本において、6 人に 1 人
の子どもが貧困状態にあるということが示さ
れました。この数字は、いかに日本政府が貧困
問題、特に子どもの貧困に目を背けてきたかを
如実に示しています。福島の子どもたちの状況
を確認した今、グローバル教育は、子どもの権
利条約上の子どもの権利がどれだけ保障され
ているか、又、保障していくべきかの学びを
広げていくことが求められていると言えるで
しょう。
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